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[特集・古琵琶湖層群の化石］

古琵琶湖層群の脊椎動物化石

小西省吾＊ ・阿部勇治*剛：

上腕骨骨頭（奥山， 1988）が産出している． これらの

産出層準からは， シンシュウゾウ以外の長鼻類の産出

は知られていない（樽野・亀井､ 1993など)．

はじめに

古琵琶湖層群は，三重県上野盆地から滋賀県近江盆

地にかけて分布する鮮新～更新統である約400万年

前に現在の上野盆地周辺に湖盆ができ，南から北へ移

動して現在の琵琶湖に至ったと考えられているが， こ

の過去の琵琶湖（古琵琶湖）やその周辺の河川や沖積

平野に堆積した地層が古琵琶湖層群であり，礫層，砂

層，シルト層，粘土層から構成され， しばしば火山灰

層や亜炭層が挟まれる．

古琵琶湖層群からは多くの脊椎動物化石が産出して

おり， これまでに岡崎・松岡(1979) ,松岡ほか

(1991),樽野・亀井(1993)などによってまとめられ

てきた． しかしその後，アケポノゾウ多賀標本などい

くつかの重要な標本も発見された．

そこで本稿では，松岡ほか（1991）以降に報告され

た標本について，古琵琶湖層群から産出する哺乳類，

爬虫類化石について述べる．産出層準不明（おそらく

古琵琶湖層群よりも上位の更新統）のナウマンゾウに

ついてもここで扱う．古琵琶湖層群の層序は林川辺

(1993）などに従った．

アケボノゾウ SIegodonal"D職e

臼歯を含むほぼ一頭分の骨格が，滋賀県多賀町四手

の蒲生累層最上部（四手火山灰層の直上）から産出し

た（雨森ほか, 1995) .

ナウマンゾウ鹿IaeoﾉOXodOn""maJIni

多賀町芹川の河床では，以前から多くの臼歯が転石

として発見されている． もっとも新しい標本は, 1994

年にやはり多賀町久徳の芹川河床で発見された臼歯で

ある．発見された地点は中央公民館横であり，これは

これまでの標本の中でもっとも上流から発見されたも

のであり，芹川と四手川が合流する地点よりも上流で

ある．多賀町の夏原みのり氏によって発見され，多賀

111]教育委員会が保管している．

偶蹄類シカ類

三重県大山田村の服部川河床に分布する上野累層か

ら伊賀累層からは，右下顎骨吻端（奥山, 1990),下

顎前臼歯（奥山, 1989)などが産出している

滋賀県多賀町四手の四手部層からは，四手火山灰層

直下から富之尾（＝福田）火山灰層の10m下位の層準

にかけてシカ類が多数発見されている（阿部ほか，

1994) .単離した骨のみのものが多いが, l個体分が

そろった標本もいくつか含まれている．

大津市仰木町の堅田累層からは歯が産出している．

広部和成氏が1990年に発見し，同氏が保管している．

長鼻類

上野累層や伊賀累層から産出する大型のステゴドン

の標本は，従来エレファントイデスゾウなどに同定さ

れていたしかし最近，樽野ほか(1988),樽野亀

井（1993）はこれらがシンシュウゾウに同定される可

能性が高いとした． また，蒲生累層や堅田累層から産

出する，従来アカシゾウなどに同定されてきた小型の

ステゴドンは，樽野(1991)によってアケボノゾウに

まとめられた．本稿でもこれらに従い，シンシュウゾ

ウ，アケポノゾウを用いる．

奇蹄類ウマ類

日野町の佐久良川河床の蒲生累層の原火山灰層と池

之脇火山灰層のあいだの層準から左上腕骨近位半が産

出している（高橋・岡村, 1997)

シンシュウゾウSIegodo"sﾉ】msh"e"siS

ほぼ完全な右下顎第3大臼歯が三重県大山田村服部

川河床の上野累層から産出した（奥山, 1993).

服部川河床からは長鼻類の乳臼歯片（奥山， 1989)，

ShogoKomshiandYUjiAbe:VertebrateibssilsinlheKobiwakoGroup
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ノゾウ， シカ類， ウマ類， カメ類が産出している． こ

のうち多賀町四手からはアケポノゾウ， シカ類のほぼ

1個体分の部位が産出し， 日野町河原北山のシカ類も

産状からほぼ1個体分が埋没していたと考えられる．

これらのように，蒲生累層からは古琵琶湖層群の中で

も特に保存良好なものが産出している．

草津累層（約180～140万年前）は礫層を主体とする

礫・砂・シルト ・粘土層の互層，膳所累層（約140~

100万年前）は礫，砂， シルト，粘土の互層からなり，

この時期には大規模な河川の流入によって氾濫原が広

がったと考えられる．草津累層，膳所累層から脊椎動

物化石は産出していない

堅田累層（約100～40万年前）は，主に砂， シルト，

粘土の互層からなり，小規模な湖が存在したと考えら

れる．最上部は龍華砂礫層とよばれる亜角礫層からな

る．堅田累層からはアケボノゾウ，シガゾウ， トウヨ

ウゾウ， カズサジカ， ウシ類， ヒメネズミが産出し，

種類，点数共に豊富である．比良園粘土層から上仰木

火山灰層準でほぼ連続的に産出する（図3）．

ここで古琵琶湖層群全体について古環境と産出化石

の関係について検討する．脊椎動物化石の産状と古環

境の関係は，本来露頭ごとの詳細な観察が基礎になる

べきであるが，ここではおおよその関係を読みとるた

めに古琵琶湖層群全体を概観する．

扇状地や氾濫原などの河川の影響を強く受けたよう

な堆積物からは化石はほとんど産出しない． また，安

定した湖の堆積物からも，断片的な化石が産出するに

すぎない．化石がよく産出するのは，大山田地域， 日

野・多賀地域，湖西地域にみられるような沼沢地や浅

い湖の堆積物である．

このうち，大山田地域と堅田地域からは種類は豊富

なものの，大部分は単離した歯や骨などである． これ

らは帯水域に流れ込んだものと考えられる．それに対

して， 日野・多賀地域の蒲生累層上部からは，動物1

個体分がそろったきわめて保存良好な標本が何点か得

られている． これらはほぼ現地性の化石であると考え

られる．

ウサギ類

大山田村服部川河床の上野累層から，上顎頬歯や頭

骨片が産出している．種類はまだ詳しく検討されてお

らず， ウサギ科とされている（河村・奥山. 1995) .

爬虫類

スッポン類

三重県大山田村の服部川河床に露出する上野累層か

ら，頭骨，前烏口骨，上腕骨，大腿骨など（奥山，

1988, 1989, 1990),肋骨板と腹骨板（樽野, 1996)

が産出している．

種類不明のカメ類

多賀町四手の蒲生累層最上部から

出している．

カメ類腹甲が産

産出層準と古環境

岡崎・松岡（1979)，松岡ほか(1991)に本稿で述

べた標本を加え，古琵琶湖層群から産出する脊椎動物

化石をまとめた（図1,図2,表1).産出化石が特

に多い堅田累層については， さらに図3にまとめた．

古琵琶湖層群はその層序，年代，堆積環境などが詳

しく明らかにされている（たとえば琵琶湖自然史研究

会, 1994) . これらをふまえて，累層ごとに産出化石

と古環境を概観する．

上野累層（約380～320万年前）は主として淘汰の悪

いシルト，砂および礫層の互層からなる． しかし伊賀

～大山田地域には粘土層が厚く発達し， この時期に浅

い湖が存在したと考えられる． この大山田村の服部川

河床に露出する粘土層からは，シンシュウゾウ，シカ

類， ウサギ類， ウ， ワニ類， カメ類が産出している．

服部川河床以外の上野累層からは脊椎動物化石は報告

されていない．

伊賀累層（約320～300万年前）は主として砂礫から

なり， この時期には盆地は河川や氾濫原であったと考

えられる．伊賀累層からはシンシュウゾウが産出する

が，臼歯や切歯の一部など断片的なものにとどまる．

阿山累層（約300～270万年前)，甲賀累層（約270～

250万年前）は粘土層主体であり， この時期には安定

した湖が存在したと考えられる．産出化石は少なく、

シカ， イノシシ体肢骨各1点， ワニ類の歯，スッポン

が発見きれている． このうちスッポンは背甲，腹甲，

骨格の一部が比較的そろっている．

蒲生累層（約250～180万年前）は主に砂泥互層から

なり，この時期には河川や小規模な帯水域が広がる沼

沢地であったと考えられる．水口丘陵や瀬田．石部地

域，大津・石山地域から脊椎動物化石は産出していな

い． 日野丘陵，佐久良川河床，多賀地域からはアケボ

古琵琶湖層群の脊椎動物化石の意義

脊椎動物化石は歯などの一部の部位しか得られない

場合が多い． ところが先に述べたように蒲生累層から

はほぼl個体分の部位がまとまって産出したものがあ

り，中には多賀町産のアケボノゾウやシカ類のように

骨格復元が可能なものもある． これら保存良好な標本

は，動物の形態学的な研究の上からも重要なものであ

り，その上でも古琵琶湖層群は重要な地層であるとい

える．

古琵琶湖層群からは足跡化石も多く発見されてい
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図2：古琵琶湖層群の脊椎動物化石の産出層準と堆積環境

大阪市立自然史博物館(1994)の図3に加筆多賀地域のものは田村ほか(1993)から作成した．枠内左端は累層名
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表1 ：古琵琶湖層群から産出した脊椎動物化石

文献部位産出地番号

哺乳類

長鼻類

シンシュウゾウStegodonshinshUenSis
l 三重県大山田村服部川河床 右下顎第3大臼歯 奥山（1993）

2 三重県大山田村真泥ダム 左下顎第3大臼歯 Kamei (1984)
産出層準からシンシュウゾウと推定されるもの

3 三重県大山田村服部川河床 右上腕骨骨頭 奥山（1988）
4三重県大山田村服部川河床 乳臼歯片 奥山（1989）

5 三重県伊賀町小杉奥谷 切歯 角田（1958）
6 三重県伊賀町大字御代字山の下 切歯の－部 川口（1983）
アケボノゾウStegodonau”砲e

7 滋賀県多賀町四手 ほぼ1個体分 雨森ほか（1995）
8 滋賀県日野町野出佐久良川河床上顎臼歯 岡崎・松岡（1979）
9 滋賀県大津市千野町． 上顎左第3大臼歯 樽野ほか（1983）

産出層準からアケボノゾウと推定されるもの

10滋賀県日野町蓮華寺 右脛骨 松岡・結城（1974）
シガゾウMammUthUsshbensis

ll滋賀県志賀町小野西ノ尾 下顎左第2大臼歯（模式標本)MatsumotoandOzal<i(1959)
12滋賀県大津市真野佐川後山 左第3大臼歯，下顎骨 I<amei(1966)

13滋賀県大津市仰木町宮城台 上顎右第3大臼歯 Kamei (1966)
14滋賀県大津市真野町 上顎右第3大臼歯 松岡・結城（1974）

1S滋賀県志賀町，和邇川河床 P4またはM1 松岡・結城(1974)

16滋賀県大津市下坂本町 下顎右第3大臼歯 松岡・結城（1974）
17産出地不明（堅田中学標本） 下顎左第20r3大臼歯片 松岡ほか(1991)
18滋賀県多賀町芹川河床 上顎左第1大臼歯？ Makiyama(1924）
トウヨウゾウStegodono"entaIS

19滋賀県大津市南庄 P4M1左右上下顎骨など Naumann(1881)
ナウマンゾウPa/aeo/oxodonnaumanni

2O滋賀県多賀町久徳芹川河床 臼歯（久徳第2～8標本） 松岡・結城（1974）
臼歯（久徳第9， 10標本） 藤本ほか（1981）

臼歯（久徳第11標本） 松岡ほか（1991）

臼歯 未記載

21滋賀県大津市石山南郷町 左上顎臼歯 松岡・結城（1974）
種類不明の長鼻類

22滋賀県志賀町和邇 上腕骨 松岡・結城（1974）

23滋賀県野洲町鏡山？ 臼歯 岡崎・松岡（1979）
24滋賀県大津市清和町 切歯の一部 松岡ほか（1991）
25滋賀県大津市真野 切歯の一部 松岡ほか（1991）

偶蹄類

カズサジカCervUs(MﾌponiCen/US)kazusaensis

26滋賀県大津市仰木町 左角の一部

27滋賀県大津市陽明町 左角と前頭骨

28滋賀県大津市清和町 右角

種類不明のシカ類

29三重県大山田村服部川河床

3o滋賀県甲南町上馬杉 基節骨片

(1985）

(1982）

(1985）

岡村ほか

田村ほか

岡村ほか

松岡ほか（1991）
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31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

滋賀県日野町西大路

滋賀県日野町河原北山

滋賀県日野町鳥居平新田

滋賀県日野町佐久良川河床

滋賀県多賀町四手

滋賀県大津市伊香立南庄

滋賀県大津市日吉台

滋賀県大津市伊香立南庄町

滋賀県大津市真野家田町

滋賀県大津市仰木町

左大腿骨近位端’骨片

四肢骨，椎骨など

左下顎骨，前臼歯など

右肩甲骨，左右後肢骨の一部

角など（10標本）

中節骨

右下顎骨片(M2M3)

左大腿骨，骨片

腰椎3点

歯（歯種不明）

岡崎・松岡（1979）

松岡ほか（1991）

広瀬（1934）

岡崎・松岡（1979）

阿部ほか（1994）

岡崎・松岡（1979）

松岡ほか（1991）

Naumann(1881)

結城（1958）

未記載

イノシシ類

41滋賀県甲賀町小佐治 環椎 岡崎ほか（1983）

ウシ類

42

43

P4, M1 , M2

左上下顎，右下顎，臼歯

滋賀県大津市下龍華

滋賀県大津市雄琴町

Hiki (1915)

松岡・結城（1974）

奇蹄類

ウマ類

44滋賀県日野町中在寺佐久良川河床左上腕骨 高橋・岡村（1997）

雷歯類

ヒメネズミApodemusalgenteus

45滋賀県志賀町栗原 上顎第1大臼歯 Kawamuraandlida(1989)

ウサギ類

ウサギ科

46三重県大山田村服部川河床 上顎頬歯，頭蓋骨片 河村・奥山（1995）

鳥類

へビウAn/7ji7gasp.

47三重県大山田村服部川河床 右上腕骨 小野（1983）

爬虫類

ワニ類

48三重県大山田村服部川河床 歯
歯
歯
歯
歯
歯

奥山（1981,83,85,88）
川口・北田（1982）

松岡ほか（1991）

松岡ほか（1991）

松岡ほか（1991）

松岡ほか（1991）

滋賀県甲南町希望ヶ丘

滋賀県甲南町寺庄

滋賀県甲賀町隠岐

滋賀県日野町鳥居平新田

49

50

51

52

カメ類

スッポン類

53三重県大山田村服部川河床 頭骨，大腿骨など

椎骨板

肋骨板，腹骨板

背甲，腹甲，骨格の一部

奥山（1981,84-90）

松岡ほか（1991）

樽野（1996）

54滋賀県甲賀町佐治新田

種類不明のカメ類

55三重県大山田村服部川河床

56滋賀県多賀町四手

大腿骨など

腹甲

奥山（1985，86，88）
未記載
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ない．

謝辞

大阪市立大学の吉川周作助教授には原稿を，

DiadjangJediSetiadi氏には英文要旨をお読みいただき，
御助言をいただいた．深く感謝いたします．

－22－



湖層群上野累層から産出した日本最古のウサギ科化

石． 日本古生物学会1995年年会講演予稿集, 90.

Makiyama,J.,1924,TheoccurenceofEIephaSImgon肋e"j

mJapan・Jap.Jour.Geol.Geogn,3,55-57.

Matsumoto,H・andOzaki,H.,1959,0naNewGeological

Subspecies ofArchidiskodoI]paramammo"leus

MalsumotoDiscoveredatOno,ShigaTowI1,Pl･ovince

OmiBLlll.Nat.Sci.MUS.,4,355-357.

松岡長一郎・岡村喜明・田村幹夫, 1991,滋賀県産の

脊椎動物化石． 「滋賀県自然誌｣，滋賀県自然保護財

団543-625．

松岡長一郎・結城実誠1974,滋賀県産哺乳動物化

石－とくに象化石について－．滋賀の生物， 208‐
219.

Naumann,E･, 1881.JapanischeElephantendel･VoI･zelL

Palaeontographica,28, 1-39,p1. 1-7(山下昇, 1996,

先史時代の日本の象について（抄訳)． 「日本地質の

探求一ナウマン論文集一｣，東海大学出版界， 133‐
153.）

西村進・笹嶋貞夫, 1970, Fissiontrack法による大

阪層群とその相当層中の火山灰の年代測定地球科
学， 24, 222-224．

岡村喜明・瓦林博司・辻和夫岩田修一， 1985,古

琵琶湖層群堅田累層産出カズサジカ．地学研究，
36, 53-60．

岡崎美彦・松岡長一郎, 1979,滋賀県産の哺乳動物化

石． 「滋賀県の自然｣，滋賀県自然保護財団, 391-
467．

岡崎美彦・岡村喜明・西出忠, 1983,古琵琶湖層群

佐山累層からのイノシシ類化石の産出瑞浪市化石

博物館研究報告, 10, 199-203, pls55-56.

奥山茂美， 1981-90，伊賀盆地化石集, 1-10, 52p, 自
費出版物

奥山茂美, 1993,古びわ湖層群伊賀油日累層で信州象
の臼歯化石を発見地学研究, 42, 143-148.

小野慶-, 1983,古琵琶湖層群産出のウ化石日本地

質学会第90年学術大会講演要旨， 289．

大阪市立自然史博物館， 1”4，琵琶湖一おいたちと生

物一．第21回特別展展示解説書, 64p.
高橋啓一岡村喜明， 1997,古琵琶湖層群から産出し

たウマ類上腕骨．地質雑, 103, 391-394.

田村幹夫・岡村喜明・松岡長一郎, 1982,古琵琶湖層

群堅田累層よりCej･''"s(MpponicerwJsﾉkazuSaensis
Matsumotoの発見．地質雑, 88, 199-202.

田村幹夫・雨森清・小早川隆・荒川忠彦・北川明

照・多賀優・但馬達雄・西川一雄・三矢信昭，
1993,びわ湖東部中核工業団地造成地域の古琵琶湖

層群について．多賀町文化財・自然誌調査報告書，
3, 26-82．

樽野博幸, 1991 , 日本列島産"P2Irasiegodon''属の分
類学的再検討大阪市立自然史博物館研究報告，
45, 5-16.

樽野博幸, l996,スッポン化石． 「古琵琶湖層群上野

累層の足跡化石｣，服部川足跡化石調査団， 75-77．

樽野博幸・林隆夫・辻誠一郎, 1983,堅田丘陵の古

琵琶湖層群よりアカシゾウの臼歯化石が産出自然

史研究, 1, 155-158.大阪市立自然史博物館．

樽野博幸・亀井節夫, 1993,近畿地方の鮮新・更新統

の脊椎動物化石．市原実編「大阪層群｣，創元社，
216-231.

樽野博幸・戸隠ステゴドン研究グループ, 1988,長野

県戸隠村および鬼無里村産のステゴドン化石につい

て一ステゴドン属の起源と分布の拡大に関する考察

一． 日本第四紀学会講演要旨集, 18, 132-133.

結城実誠, 1958,一目でわかる真野百万年史．真野風
土記4－5．

Ab､ract

ThePlio-PleistoceneKobiwakoGroupisdistributedintheUenoandOmiBaSins,centralJapanThegroupconsistsof
fluvio-lacustrinedepositsofgl･avel, sand,siltandclayconlainingmorethanahundredofvolcanicashlayers.Alotof
vertebratefbssilsareyieldedfromthegroupandtheyarereportedbyOkazakiandMatsuoka(1979)andMatsuokaera/.

(1991)andsoon.ThispapersummalizedvertebratelbssilsintheKobiwakoGroup, includmgofnewfindings.
Therelationshipbetweenmodeofoccun℃nceandsedimenlaryftlciesisalsodescribed.Thefbssilsarenotobtainedfrom

alluvial fanandfloodplanefaciesoftheKusaIsuandZezeFom]ation.Someoffi･agmenisareyieldediiomalluvial fan
faciesoflhelgaFonnationandlakefaciesoftheAyamaandKokaFormation.ShallowlakefaciesoftheUenoFormationof

OyamadaareaandUheKatataFormationofshallowlakefaciesaregoodibssilbeal･inghorizons.Theyconlainalotoffbssil

taxaabundantly.ManyfOssilsarewellpreservedinmarshiIlciesoftheGamoFormationofHinoandTagaal･ea, including
wholebodiesofanelephantandsomedeerS.
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